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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第20期

第３四半期

連結累計期間

第21期

第３四半期

連結累計期間

第20期

会計期間
自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 4,365,520 2,529,698 5,617,816

経常損失（△） (千円) △97,850 △7,110,848 △420,350

親会社株主に帰属する四半期(当期)

純損失（△）
(千円) △117,854 △7,065,175 △1,370,102

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 82,874 △7,026,595 △881,449

純資産額 (千円) 4,368,378 △3,533,843 3,404,053

総資産額 (千円) 12,102,708 314,373 11,624,439

１株当たり四半期(当期)純損失金額

（△）
(円) △22.59 △1,312.11 △262.63

潜在株式調整後１株当たり四半期(当

期)純利益金額
(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 36.1 △1,124.1 29.3

回次

第20期

第３四半期

連結会計期間

第21期

第３四半期

連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） (円) △16.84 △207.44

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累計期

間より「四半期（当期）純損失(△)」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失(△)」としておりま

す。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については以下の通りであります。

第２四半期連結会計期間において、株式会社ジパングエナジーの全株式を譲渡したことに伴い、株式会社ジパング

エナジーは連結の範囲から除外しております。

当第３四半期連結会計期間において、Florida Canyon Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc.及びJipangu

Exploration Inc.(以下「北米会社３社」という)の株式保有比率が100％から10％に減少したことに伴い、北米会社３

社は連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」から重要な変更

があった事項は以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

また、以下の見出しに付された項目番号は前事業年度の有価証券報告書における「第一部 企業情報 第２ 事業の状

況 ４ 事業等のリスク」の項目番号に対応しております。

１．有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能

性のある事項について

① 当社株式の流動性について

当社株式は株式会社東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱスタンダード市場からの上場廃止となった平成25年９月11日より

日本証券業協会フェニックス銘柄として指定されておりましたが平成27年10月８日付で主幹事証券会社より指定取消

の届出を日本証券業協会に行う旨の決定通知がなされたため同日より取引監理銘柄に指定されることとなり平成27年

11月９日付で当社株式のフェニックス銘柄としての指定が取り消されることとなりました。これに伴い平成27年11月

６日15時以降は同市場での取引ができなくなっており株式会社証券保管振替機構による当社株式の取り扱いも廃止と

なり各証券会社での取り扱いもできなくなることから当社株式の売買等は相対取引となり原則として各種請求・届出

書等への実印によるご捺印および印鑑証明書の添付により株主様の本人確認および株主様ご本人からの意思表示の確

認とさせていただきます。

なお、当社は株券不発行会社でありフェニックス銘柄指定取消し後も引き続き株券の発行は予定しておりません。

また、株券電子化時に発足した特別口座（電子化時に証券会社へ取引口座を開設されなかった株主様の株式を対象に

管理する口座）については廃止となりますが株主名簿に記載されておりますので株主としての権利は失われません。

⑦ 訴訟等の発生に係るもの

当社の連結子会社である株式会社ジパングエナジーに係る訴訟について平成27年７月15日当社が所有する同社の全

株式を譲渡したため当該リスクは消滅しております。

２．提出会社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況その他提出会

社の経営に重要な影響を及ぼす事象について

当社グループは当第３四半期連結累計期間に、たな卸資産(リーチパッド上の鉱石)の評価損44,420千US$(5,374百万

円)を計上した結果、当第３四半期連結会計期間末において3,533百万円の債務超過となりました。また前年同期と比

較して金生産量の減少による影響を受け当第３四半期連結累計期間における売上高は2,529百万円(前年同期比42.1％

減)と著しく減少しております。このような厳しい事業環境のもと営業収入を借入金の返済に優先的に充当する状況が

生じた結果、当第３四半期連結会計期間末において営業債務及び未払債務の一部に滞留が発生しております。加えて

手元資金残高に比して借入金残高の水準が高く、今後約定どおりの返済に支障を来すおそれがあります。

一方、当社の連結子会社であるJipangu International Inc. の借入金のうち585百万円について当第３四半期連結

会計期間末において「EBITDA(利払前・税引前・減価償却前・その他償却前利益)が過去12ヶ月間の借入金等に係る利

息支払額に対して1.25倍以下となる場合」等とした期限の利益を喪失する財務制限条項に抵触しております。

さらに、平成27年９月４日にImlay Mining Co., Ltd.が新株予約権を行使したため、当社はFlorida Canyon

Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc. 及びJipangu Exploration Inc. (以下「北米会社３社」という)の株式

保有比率が100％から10％に減少し、北米会社３社が当社連結子会社から除外されました。

以上により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。
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２【経営上の重要な契約等】

１．子会社の異動

当社は平成27年９月４日ADM-Gold Co., Ltd.(以下「ADM」という)より当社の連結子会社であるFlorida Canyon

Mining, Inc. 及びStandard Gold Mining, Inc.がADMに対して発行していた新株予約権をADMが100％子会社として設

立するImlay Mining Co., Ltd.(以下、「IM」という)に譲渡した上で行使する旨の通知を受けました。

また平成27年９月４日当社の連結子会社であるJipangu Exploration Inc.は即時に行使することを条件とした

Jipangu Exploration Inc.のIMに対する新株予約権を発行いたしました。

これにより当社はFlorida Canyon Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc.及びJipangu Exploration Inc.(以

下「北米会社３社」という)の株式保有比率が100％から10％に減少し当社連結子会社から除外されました。

（１）子会社の異動の理由

当社グループでは当連結会計年度において新たな戦略的成長を見据えた事業資金の確保並びに財務基盤の健全化及

び安定化を目的とした資金調達を進めていく一方、不採算鉱山からの戦略的撤退を含めた金生産事業に対する抜本的

な事業構造改革の検討を進めて参りました。

北米会社３社に於きましては金価格の動向をみつつ新たな設備投資を抑制し効率的な生産体制へと移行し金生産事

業の継続を進めていましたが金価格の長期間に亘る低迷と想定した生産量を下回る生産実績、これによる売上高の減

少、営業債務及び未払債務の滞留が発生するなど将来に亘り健全に事業を運営するには厳しい環境となりました。こ

のような事業環境と環境認識をする中、当社ではIMによる新株予約権の行使は致し方ないと判断した次第です。

当社は10年に亘り米国ネバダ州のフロリダキャニオン鉱山及びスタンダード鉱山を生産拠点としておりましたがこ

の両鉱山を今後も保持し続けることは当社グループの企業価値の毀損につながる可能性が高いと判断しこの鉱山を保

有するFlorida Canyon Mining, Inc.及びStandard Gold Mining, Inc.の新株予約権行使を受けるとともに両鉱山の探

鉱事業等を行うJipangu Exploration Inc.に対しても即時に行使することを条件とした新株式予約権をIMに対して発

行することといたしました。

（２）異動する子会社の概要

① Florida Canyon Mining, Inc.

(1) 名称 Florida Canyon Mining, Inc.

(2) 所在地 米国デラウェア州

(3) 代表者 Joel Murphy

(4) 事業内容 鉱山事業

(5) 資本金 0.10US$

② Standard Gold Mining, Inc.

(1) 名称 Standard Gold Mining, Inc.

(2) 所在地 米国デラウェア州

(3) 代表者 Joel Murphy

(4) 事業内容 鉱山事業

(5) 資本金 0.10US$

③ Jipangu Exploration Inc.

(1) 名称 Jipangu Exploration Inc.

(2) 所在地 米国デラウェア州

(3) 代表者 松藤　民輔

(4) 事業内容 鉱山事業

(5) 資本金 0.10US$

（３）異動の時期

平成27年９月４日
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２．第三者割当による新株式発行

当社は、平成27年11月19日開催の当社取締役会において、以下のとおり、クレアホールディングス株式会社（東証

第二部 証券コード:1757）に対して、第三者割当の方法により新株式を発行すること（以下「本第三者割当増資」と

いいます。）について決議し、平成27年12月４日に払込みが完了いたしました。

（１）募集の概要

(１) 払込期日 平成27年12月５日

(２) 発行新株式数 普通株式 1,647,950株

(３) 発行価額 １株につき１円

(４) 発行総額 1,647,950円

(５) 資本組入額 823,975円

(６) 資本準備金組入額 823,975円

(７) 発行方法 第三者割当の方法によります。

(８) 割当先及び株式数 クレアホールディングス株式会社　1,647,500株

（２）調達する資金の額

払込金額の総額 1,647,950円

発行諸費用の概算額 247,950円

差引手取概算額 1,400,000円

（３）調達する資金使途の具体的な使途

本第三者割当増資は、当社が検討しております海外市場に上場する鉱山会社の調査費及び運転資金に充当する予定

であります。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで。なお決算日が異なる北米連結子会社５社に

ついては原則として平成27年１月１日から平成27年９月30日までの経営成績が含まれております。）における当社グルー

プの事業環境につきご報告いたします。

当社では、平成27年９月４日、当社グループが米国ネバダ州に保有するFlorida Canyon Mining, Inc.並びにStandard

Gold Mining, Inc.の２つの金鉱山事業会社は、ADM-Gold Co., Ltd.（以下、「ＡＤＭ」という）より、ＡＤＭに対して

発行していた新株予約権を、ＡＤＭが100％子会社として設立するImlay Mining Co., Ltd.（以下、「ＩＭ」という）に

譲渡した上で、行使する旨の通知を受けました。

同時に、当社の連結子会社であるJipangu Exploration Inc.は、即時に行使することを条件としたJipangu

Exploration Inc.のＩＭに対する新株予約権を発行することといたしました。

これにより、当社はFlorida Canyon Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc.並びにJipangu Exploration Inc.

（以下、「北米会社３社」という）の株式保有比率がこれまでの100%より10％に減少し、当社連結子会社から除外するこ

とと致しました。

当社グループでは、当第３四半期連結累計期間におきまして、新たな戦略的成長を見据えた事業資金の確保並びに財務

基盤の健全化及び安定化を目的とした資金調達を進めていく一方、不採算鉱山からの戦略的撤退を含めた金生産事業に対

する抜本的な事業構造改革の検討を進めて参りました。

この結果、北米会社３社に於きましては、金価格の長期間に亘る低迷と、想定した生産量を下回る生産実績、これによ

る売上高の減少、営業債務及び未払債務の滞留が発生するなど、将来に亘り健全に事業運営を運営するには厳しい環境で

あると結論付けるに至り、ＩＭによる新株予約権の行使は致し方ないと判断した次第です。

なお、スタンダード鉱山及びフロリダキャニオン鉱山の合計での金生産量が16,619オンス（前年同期比48.7％減）と

なっております。

当第３四半期連結会計期間における１オンス当たりの金価格は、７月を1,170米国ドル台前半で迎えたものの、一時は

1,160米国ドル台を割り込むまで下げました。その後も低調な推移を続け、米国の連邦公開市場委員会による金利政策に

係わる市場関係者の思惑や、米国ドル高の影響などを受け、8月には一時1,100米国ドル辺りにまで下がり、その後も

1,150米国ドルを下回る水準で推移致しました。

他方、当第３四半期連結会計期間における米ドル為替レートは概ね120円台で推移しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における業績は前年同期と比較して金生産量の大幅な減少による影響を受け売

上高は2,529百万円（前年同期比42.1％減）、営業損失は6,364百万円（前年同期は309百万円の営業利益）、経常損失は

7,110百万円（同97百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は7,065百万円（同117百万円の親会社株主

に帰属する四半期純損失）となりました。なお多額の親会社株主に帰属する四半期純損失を計上した結果、当第３四半期

連結会計期間末における純資産は3,533百万円の債務超過となっております。

EDINET提出書類

株式会社ジパング(E03369)

四半期報告書

 6/23



(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は前連結会計年度末に比べ2,328百万円減少し44百万円となりました。これは主にリーチパッド上の鉱石が

1,807百万円減少したことによるものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ8,981百万円減少し270百万円となりました。これは主に投資その他の資産にお

けるリーチパッド上の鉱石が5,004百万円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ11,310百万円減少し314百万円となりました。

（負債）

流動負債は前連結会計年度末に比べ633百万円減少し3,740百万円となりました。これは主にロイヤリティー債務が

1,102百万円減少したことによるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ3,738百万円減少し108百万円となりました。これは主に資産除去債務が3,450百

万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ4,372百万円減少し3,848百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は前連結会計年度末に比べ6,937百万円減少し△3,533百万円となりました。これは主に親会社株主に帰

属する四半期純損失を7,065百万円計上したことによるものであります。

(3) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

(4) 事業等のリスクに記載した重要事象等についての分析・検討内容及び当該重要事象等を解消し、又は改善するための

対応策

当社グループは当第３四半期連結累計期間に、たな卸資産(リーチパッド上の鉱石)の評価損44,420千US$(5,374百万

円)を計上した結果、当第３四半期連結会計期間末において3,533百万円の債務超過となりました。また前年同期と比

較して金生産量の減少による影響を受け当第３四半期連結累計期間における売上高は2,529百万円(前年同期比42.1％

減)と著しく減少しております。このような厳しい事業環境のもと営業収入を借入金の返済に優先的に充当する状況が

生じた結果、当第３四半期連結会計期間末において営業債務及び未払債務の一部に滞留が発生しております。加えて

手元資金残高に比して借入金残高の水準が高く今後約定どおりの返済に支障を来すおそれがあります。

一方、当社の連結子会社であるJipangu International Inc. の借入金のうち585百万円について当第３四半期連結

会計期間末において「EBITDA(利払前・税引前・減価償却前・その他償却前利益)が過去12ヶ月間の借入金等に係る利

息支払額に対して1.25倍以下となる場合」等とした期限の利益を喪失する財務制限条項に抵触しております。

さらに、平成27年９月４日にImlay Mining Co., Ltd.が新株予約権を行使したため、当社はFlorida Canyon

Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc. 及びJipangu Exploration Inc. (以下「北米会社３社」という)の株式

保有比率が100％から10％に減少し、北米会社３社が当社連結子会社から除外されました。

以上により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社グループはこれらの状況を解消するため以下に記載の対応策を実施しております。

① 当社グループでは新たな戦略的成長を見据えた事業資金の確保並びに財務基盤の健全化及び安定化を目的とした資

金調達を進めていく一方今後の収益が見込まれる鉱山等の取得を積極的に推進しこれまでの事業ポートフォリオの

見直しを行ってまいります。

② 人員配置の適正化、売上原価の低減並びに販売費及び一般管理費の削減を図り支出の抑制に努めてまいります。

③ 借入金に関する財務制限条項への抵触につきましては取引金融機関に対して適用免除に関する協議を進めてまいり

ます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,500,000

計 18,500,000

②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成27年12月31日)

提出日現在発行数(株)

(平成28年５月20日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 6,866,454 8,166,454 非上場
当社は単元株制度は採用

しておりません。

計 6,866,454 8,166,454 ― ―

(注) １．普通株式のうち、522,649株は、債権（金銭債権 1,500,002千円）の現物出資（デット・エクイティ・ス

ワップ）によって発行されたものであります。

２．平成28年２月20日付で、第三者割当増資による新株式の発行により発行済株式数が1,300,000株増加してお

ります。

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年12月４日

(注)１
1,647,950 6,866,454 823 2,333,159 823 1,249,899

(注) １．有償第三者割当　割当先　クレアホールディングス㈱　1,647,950株　発行価格1円　資本組入額0.5円

２．平成28年２月20日付で、第三者割当による増資により、発行済株式総数が1,300,000株、資本金及び資本準

備金がそれぞれ3,900千円増加しております。

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）

普通株式　1,708
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,864,746
6,864,746 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 6,866,454 ― ―

総株主の議決権 ― 6,864,746 ―

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社ジパング

東京都渋谷区広尾一丁目

11番２号
1,708 ― 1,708 0.02

計 ― 1,708 ― 1,708 0.02

２【役員の状況】

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 アキコ・レビンソン 平成27年11月30日

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性７名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき第３四半期連結会計期間(平成27年10月１日から平成27年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表

について公認会計士　高橋慶親氏による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次の通り交代しております。

　第21期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　フロンティア監査法人

　第21期第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間　公認会計士　高橋慶親氏
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 111,952 5,786

売掛金 89,729 －

リーチパッド上の鉱石 1,807,109 －

その他のたな卸資産 191,764 －

その他 172,317 38,413

貸倒引当金 △3 △5

流動資産合計 2,372,871 44,193

固定資産

有形固定資産 1,558,410 0

無形固定資産 128,585 －

投資その他の資産

投資有価証券 5,000 258,310

リーチパッド上の鉱石 5,004,051 －

その他 2,555,520 11,869

投資その他の資産合計 7,564,571 270,180

固定資産合計 9,251,568 270,180

資産合計 11,624,439 314,373

負債の部

流動負債

買掛金 685,475 224,504

短期借入金 98,000 295,491

1年内返済予定の長期借入金 1,987,408 ※ 2,794,596

未払金 222,225 133,831

未払法人税等 70,603 91,043

未払費用 108,581 149,826

ロイヤリティー債務 1,102,698 －

前受金 91,919 31,627

その他 6,739 19,135

流動負債合計 4,373,651 3,740,057

固定負債

長期借入金 287,768 －

債務保証損失引当金 107,281 108,159

資産除去債務 3,450,614 －

その他 1,069 －

固定負債合計 3,846,733 108,159

負債合計 8,220,385 3,848,216
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(単位：千円)

前連結会計年度

(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,332,335 2,333,159

資本剰余金 3,952,630 3,953,454

利益剰余金 △3,760,842 △10,738,967

自己株式 △36,197 △36,197

株主資本合計 2,487,926 △4,488,551

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,160 －

為替換算調整勘定 913,966 954,707

その他の包括利益累計額合計 916,127 954,707

純資産合計 3,404,053 △3,533,843

負債純資産合計 11,624,439 314,373
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成27年４月１日

　至　平成27年12月31日)

売上高 4,365,520 2,529,698

売上原価 3,488,097 ※ 8,449,545

売上総利益又は売上総損失（△） 877,422 △5,919,847

販売費及び一般管理費 567,481 444,617

営業利益又は営業損失（△） 309,940 △6,364,464

営業外収益

受取利息 1,135 34

差入保証金利息 29,006 7,744

デリバティブ評価益 38,332 －

為替差益 － 39,041

その他 196 466

営業外収益合計 68,670 47,287

営業外費用

支払利息 111,303 471,320

支払手数料 203,581 310,313

デリバティブ決済損 114,366 －

為替差損 45,112 －

その他 2,099 12,037

営業外費用合計 476,462 793,670

経常損失（△） △97,850 △7,110,848

特別利益

債務免除益 － 65,135

その他 － 1,762

特別利益合計 － 66,898

特別損失

減損損失 － 8,718

投資有価証券評価損 － 1,770

特別損失合計 － 10,488

税金等調整前四半期純損失（△） △97,850 △7,054,439

法人税等 20,004 10,736

四半期純損失（△） △117,854 △7,065,175

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △117,854 △7,065,175
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間

(自　平成26年４月１日

　至　平成26年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成27年４月１日

　至　平成27年12月31日)

四半期純損失（△） △117,854 △7,065,175

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △10,692 △2,160

為替換算調整勘定 211,421 40,740

その他の包括利益合計 200,729 38,580

四半期包括利益 82,874 △7,026,595

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 82,874 △7,026,595

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当社グループは当第３四半期連結累計期間に、たな卸資産(リーチパッド上の鉱石)の評価損44,420千US$(5,374百万

円)を計上した結果、当第３四半期連結会計期間末において3,533百万円の債務超過となりました。また前年同期と比

較して金生産量の減少による影響を受け当第３四半期連結累計期間における売上高は2,529百万円(前年同期比42.1％

減)と著しく減少しております。このような厳しい事業環境のもと営業収入を借入金の返済に優先的に充当する状況が

生じた結果、当第３四半期連結会計期間末において営業債務及び未払債務の一部に滞留が発生しております。加えて

手元資金残高に比して借入金残高の水準が高く今後約定どおりの返済に支障を来すおそれがあります。

一方、当社の連結子会社であるJipangu International Inc. の借入金のうち585百万円について当第３四半期連結

会計期間末において「EBITDA(利払前・税引前・減価償却前・その他償却前利益)が過去12ヶ月間の借入金等に係る利

息支払額に対して1.25倍以下となる場合」等とした期限の利益を喪失する財務制限条項に抵触しております。

さらに、平成27年９月４日にImlay Mining Co., Ltd.が新株予約権を行使したため、当社はFlorida Canyon

Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc. 及びJipangu Exploration Inc. (以下「北米会社３社」という)の株式

保有比率が100％から10％に減少し、北米会社３社が当社連結子会社から除外されました。

以上により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社グループはこれらの状況を解消するため以下に記載の対応策を実施しております。

① 当社グループでは新たな戦略的成長を見据えた事業資金の確保並びに財務基盤の健全化及び安定化を目的とした資

金調達を進めていく一方今後の収益が見込まれる鉱山等の取得を積極的に推進しこれまでの事業ポートフォリオの

見直しを行ってまいります。

② 人員配置の適正化、売上原価の低減並びに販売費及び一般管理費の削減を図り支出の抑制に努めてまいります。

③ 借入金に関する財務制限条項への抵触につきましては取引金融機関に対して適用免除に関する協議を進めてまいり

ます。

以上の対応策を実行することにより当社グループにおける経営基盤の安定化を図ってまいります。しかしいずれの

対応策も進捗の途上にあるため現時点において継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響を四

半期連結財務諸表に反映しておりません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

第２四半期連結会計期間において、株式会社ジパングエナジーの全株式を譲渡したことに伴い、株式会社ジパング

エナジーは連結の範囲から除外しております。

当第３四半期連結会計期間において、Florida Canyon Mining, Inc.、Standard Gold Mining, Inc.及びJipangu

Exploration Inc.(以下「北米会社３社」という)の株式保有比率が100％から10％に減少したことに伴い、北米会社３

社は連結の範囲から除外しております。

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という)、「連

結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という)及び「事業分

離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という)等を第１四半

期連結会計期間から適用し支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として

計上するとともに取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また第１四

半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直

しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて四半

期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を

反映させるため前第３半期連結累計期間及び前連結会計年度については四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替

えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については企業結合会計基準第58－２項(４)、会計基準第44－５項(４)及び事業分離等

会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 財務制限条項

当第３四半期連結会計期間(平成27年12月31日)

当社の連結子会社であるJipangu International Inc. の借入金のうち585百万円について当第３四半期連結会計期間

末において以下の期限の利益を喪失する財務制限条項に抵触しておりますが取引先金融機関に対して適用免除に関す

る協議を進めてまいります。

EBITDA（利払前・税引前・減価償却前・その他償却前利益）が過去12ヶ月間の借入金等に係る利息支払額に対して

1.25倍以下となる場合等

(四半期連結損益計算書関係)

※ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれておりま

す。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

－千円 5,374,425千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む)及び長期前払費用償却額は、次のと

おりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 273,929千円 177,316千円

長期前払費用償却額 9,819 －

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、鉱山事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△) △22.59円 △1,312.11円

(算定上の基礎)

四半期純利益又は四半期純損失金額(千円) △117,854 △7,065,175

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)(千円)

△117,854 △7,065,175

普通株式の期中平均株式数(株) 5,216,796 5,384,587

（重要な後発事象）

当社は、平成28年２月５日開催の当社取締役会において、下記のとおり、第三者割当による新株式の発行（以下、

「本件増資」という。）を行う事を決定いたし、平成28年２月20日に払込みが完了しました。

１．募集の概要

(１) 払込期日 平成28年２月20日

(２) 発行新株式数 1,300,000株

(３) 発行価額 １株につき６円

(４) 調達資金の額 7,800,000円

(５) 資本組入額 １株につき３円

(６) 資本組入額の総額 3,900,000円

(７) 発行方法 第三者割当の方法で割当先が当社に有する金銭債権の現物出資による

(８) 割当先及び株式数 ブルパレスコーポレーション株式会社　1,300,000株

(９) 現物出資財産の内容 割当先が当社に対して有する金銭債権元本156,792,712円の内7,800,000円

２．募集の目的及び理由

当社グループは、平成28年３月期第１四半期連結会計期間末において、債務超過の状態となったことから、その解

消が急務となっております。

当社では、債務超過を速やかに解消すべく、金生産事業に対する抜本的な事業構造改革を行うこととし不採算鉱山

からの撤退を終え、大幅な人員削減はじめ固定費削減に努めてまいりました。また、事業の再生を図るため平成27年

11月19日付けでクレアホールディングス株式会社に対して第三者割当増資を行いました。

この度、更なる債務超過の状態から速やかに脱することを目的として、当社主要株主でありますブルパレスコーポ

レーション株式会社（以下、「ブルパレス」という。）との金融債権に係わる協議を進め、全ての解消に至らぬまで

も、そのひとつの施策の第一段として早期にかつ確実な債務超過状態一部解消策として、また、ブルパレスの大株主

が当社代表松藤民輔であることから当社に対して様々な形を以ってこれまで支援してきた経緯から同社の当社株式持

株比率の増加は将来的に当社の企業価値の向上に資するものとして判断し、本件増資を行うこととしました。

なお、金鉱山事業の再生として、平成27年12月４日付けで金鉱山会社Atlanta Gold Inc.の15％の株式取得契約を締

結し、同年同月16日にその一部として9.98％、平成28年３月４日に5.60％の取得を終えております。
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３．調達する資金の額および使途等

(１) 調達する資金の額及び具体的な使途

本件増資において調達する資金の額は7,800,000円であり、本件増資は第三者割当の方法で割当先が当社に有する金

銭債権の現物出資によるものであるので手取額はありません。

(２) 現物出資の対象となる債権(当社の債務)

① 借入先 ブルパレスコーポレーション株式会社

② 借入金額 156,792,712円

③ 金利 6.0%

④ 借入開始日 平成27年９月30日

⑤ 借入の目的 運転資金

⑥ 元本及び利息の返済期日 平成28年３月31日

⑦ 担保 無し

⑧ 連帯保証 無し

４．発行条件等の合理性

(１) 払込金額の算定根拠及びその具体的内容

新株式の発行価額につきましては、三嶋良英公認会計士により価額算定を依頼し、先般の第三者割当増資による新

株式発行価額を基にした取引事例法から総合評価した価額を参考に、６円といたしました。

(２) 発行数量及び株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

① 本件増資による発行数量等

本日現在の発行済株式総数 6,866,454株 (議決権数:6,864,746個)

本件増資による増加株式数 1,300,000株 (議決権数:1,300,000個)

増資後発行済株式総数 8,166,454株 (議決権数:8,164,746個)

② 本件増資による株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠

本件増資において、増加株数ならびに増加議決数はともに18.9％に相当し、一定の希薄化が生じます。しかしなが

ら、「２． 募集の目的及び理由」に記載のとおり、本件増資により、結果として企業価値が向上し、株主価値の向上

が図られることで既存株主の皆様の利益に資するものと考えており、合理性があると判断しております。

５．割当予定先の選定理由等

(１) 割当予定先の概要

名称 ブルパレスコーポレーション株式会社 代表取締役 向井 明久

所在地 東京都渋谷区広尾一丁目11番２号

事業内容 資産管理会社

資本金 10,000千円

設立年月日 平成２年11月14日

発行済株式数 200株

人的関係 当社代表取締役社長松藤民輔は、同社株式の98％を保有しております。

資本関係
当社が保有している割当予定先の株式数 該当事項はありません。

割当予定先が保有している当社の株式数 1,057,426株  (持株比率 20.26％)

取引関係
当社は割当予定先より156,792,712円借り入れており、当該利息が平成28年１月31日時点に
おいて2,945,443円発生しております。

最近３年間の業績

決算期 平成25年５月期 平成26年５月期 平成27年５月期

売上高 (千円) ― ― ―

営業利益 (千円) △17,797 △1,303 △32,126

経常利益 (千円) 31,266 △6,469 △37,083

当期純利益 (千円) △49,178 △8,627 △113,932

純資産 (千円) 639,817 631,189 517,257
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(２) 割当予定先を選定した理由

割当予定先は、当社の長年に亘る大株主であり、金融機関等からの借入が困難な際に、適宜、運転資金等の援助を

頂いておりました。今般、当社グループが債務超過の状態となったことから、改めてその解消方法のひとつとして割

当予定先と協議したところ、現時点で債務超過解消施策の第１段階として最適であると判断いたしました。

(３) 割当予定先の保有方針

本件増資における当社株式の保有につきましては、割当予定先との書面による取決めを行っておりませんが、長年

に亘る当社の大株主の立場から基本的に長期保有する方針であると認識しております。

(４) 割当予定先の払込に要する財産の存在について確認した内容

本件増資につきましては、当社に対する金銭債権の現物出資により行われます。現物の対象となる財産は割当予定

先の当社に対する金銭債権であることから、当社におきましても当該財産（当社の債務）の実在性及びその残高につ

き、当社の会計帳簿により確認いたしました。

６．割当後の大株主及び持株比率

氏名又は名称 割当前(％) 割当後(％)

クレアホールディングス株式会社 24.00 20.18

ブルパレスコーポレーション株式会社 15.40 28.87

有限会社西川興産 2.00 1.68

永井 詳二 1.46 1.22

小島 民久 1.43 1.20

割当前は平成27年12月５日現在であります。

７．今後の見通し

引き続き、当社グループでは、新たな戦略的成長を見据えた事業資金の確保及び財務基盤の安定化と健全化を目的

とした資金調達を進めていく一方、金生産事業に対する抜本的な事業構造改革を行い、債務超過解消を図る所存であ

ります。

８．最近３年間の業績及びエクイティ・ファイナンスの状況

(１) 最近３年間の業績(連結)

平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期

売上高 (百万円) 5,854 8,384 5,617

営業利益 (百万円) 786 1,961 139

経常利益 (百万円) 284 941 △420

当期純利益 (百万円) 261 538 △1,370

１株当たり当期純利益 (円) 50.05 103.31 △262.63

１株当たり配当金 (円) ― ― ―

１株当たり純資産 (円) 567.52 821.48 652.52

(２) 現時点における発行株式数及び潜在株式数の状況

株式数 発行済株式数に対する比率

発行済株式数 6,866,454株 100.0％

潜在株式数 0株 ―

(３) 最近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況

第三者割当増資

発行期日 平成27年12月５日

発行新株式数 普通株式 1,647,950株

発行価格 １株につき１円

調達資金の額 1,647,950円

増加する資本金 823,975円

増加する資本準備金 823,975円

割当先 クレアホールディングス株式会社
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成28年５月20日

株式会社ジパング

取締役会　御中

高橋公認会計士事務所

公認会計士　　　　　高　橋　慶　親　印

私は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジバングの平成27

年4月1日から平成28年3月31日までの運結会計年度の第3四半期連結会計期間(平成27年10月1日から平成27年12月31日ま

で)及び第3四半期連結累計期間(平成27年4月1日から平成27年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤響による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

私の責任は、私が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。私は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レピューを行っ

た。

しかしながら、「結論の不表明の根拠」に記載した事項により、私は、結論の表明の基礎となる証拠を入手することが

できなかった。

結論の不表明の根拠

継続企業の前提に関する事項に記載されているとおり、会社は、当第3四半期連結会計期間末において債務超過となっ

ている。また、当第3四半期連結累計期間の売上高が著しく減少し、営業債務及び未払債務の一部に滞留が発生してい

る。加えて、当第3四半期連結会計期間末の借入金残高が手元資金残高に比して高水準にある。一方、連結子会社である

Jipangu International Inc. の借入金の一部について財務制限条項に抵触している。さらに、平成27年9月4日にFlorida

Canyon Mining,Inc.、Standard Cold Mining,Inc.及びJipangu Exploration,Inc.が連結子会社から除外された。これら

の状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在している。当該状況に対する対応策は当該注

記に記載されているが、これらの進拶は極めて不透明な状況にあり、特に現時点において事業の遂行に必要な資金調達の

目途が立っておらず、具体的な計画は提示されなかった。

したがって、私は継続企業を前提として作成されている上記の四半期連結財務諸表に対する結論を表明するための手続

が実施できなかった。

結論の不表明

私が実施した四半期レピューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、「結論の不表明の根拠」に記載した事項の四半

期連結財務諸表に及ぼす可能性のある影響の重要性に鑑み、株式会社ジバング及び連結子会社の平成27年12月31日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第3四半期連絡累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかったかどうかについての結論を表明しない。

その他の事項

会社の平成28年3月31日をもって終了した当連結会計年度の第1四半期連結会計期間及び第1四半期連結累計期間に係る

四半期連結財務諸表並びに当連結会計年度の第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間に係る四半期連結財務諸

表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビューが実施されている。前任監査人は、平成27年8月13日付四半期レ

ビュー報告書において、第1四半期連結財務諸表に対し無限定適正の結論を表明しており、また、平成28年1月14日付四半

期レビュー報告書において、第2四半期連結財務諸表に対し結論を表明していない。

EDINET提出書類

株式会社ジパング(E03369)

四半期報告書

22/23



利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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